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大原綜合病院  
開放型病院登録医会報   

ハーモニー H 

特別講演（李 啓充 先生） 

乾杯（鈴木 秀 先生） O.B.医師スピーチ（安斎裕之先生）新規会員挨拶（高瀬裕子先生） 締め（藤原和雄先生） 

 

 

 

 

 

 

第２０回野うさぎ会総会を開催しました 

平成 27年 11月 17日（火）午後 7時より、ザ・セレクトン福島

において第２０回野うさぎ会を開催しました。 

今回は O.B.医師２２名、在籍スタッフ６３名（計８５名）が参加しま

した。 

会ではまず、野うさぎ会会長 本間一男先生（本間内科 理事長）、

大原綜合病院 副理事長兼統括院長 佐藤勝彦先生よりそれぞれ挨拶

が述べられた後、大原綜合病院 内科 部長 李啓充先生による「医者が

する大リーグの話」と題した講演が行われました。 

その後、鈴木内科医院 院長 鈴木 秀先生による乾杯で懇親会に移

り、会半ばにはあんざい整形外科クリニック 院長 安斎裕之先生によ

る O.B.医師スピーチ、上野寺内科クリニック 院長 高瀬裕子先生によ

る新規会員挨拶が行われました。 
 

その後、大原綜合病院の新採用医師の紹介・研修医紹介が行われ、

最後は野うさぎ会 副会長 藤原和雄先生（藤原消化器科内科医院 院

長）による中締めで盛会裏に終了しました。 

ご参加いただきました先生方におかれましては、お忙しい中誠にあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野うさぎ会とは… 

野うさぎ会は当院から開業した O.B.医師と在籍医師とで構成されており、開業医の先生方

同士の旧交を温めると共に、在職中の医師との親睦を深め、地域医療の発展と病診連携の

強化を目的として発足された会で、年１回総会を開催しております。 

その名前は２代目院長大原八郎先生が発見した野兎病に由来しています。 

会長挨拶（本間 一男 先生） 

統括院長挨拶（佐藤 勝彦 先生） 



平成 27年 11月 7日（土）第 7回東北 7県医療連携実務者協議会

が「こむこむ」にて開催されました。 

これは、年 1回医療連携に携わる医療従事者が集結し、より良い医療連

携の実現のために講演会やディスカッションを開催するものです。 

今年は福島県が会場となり、大原綜合病院が事務局を務め、280名以

上が各県から参加しました。 

会では、第 1部：基調講演として、恵寿総合病院 理事長 神野正博

先生による「地域包括ケアのため地域連携・マーケティング戦略を考え

る」が開催された他、第 2部：会場参加型ディスカッション「マーケテ

ィング（広報は手段）」には、大原綜合病院 地域連携相談室 菅野雅博 主

任が参加して広報について他病院と意見を交換し、また、第 3部：現況

報告では、福島赤十字病院より「福島の医療連携実務者の奮闘」と題し

た発表が行われました。 

その後のホテル辰巳屋に場所を移して催された懇親会では、フラダ

ンス披露や各地の地酒まつり、各県代表者からの挨拶、第 1回から今

回までの皆勤賞表彰、次回開催地発表などが行われ、協議会・懇親会

共に盛会のうちに終了しました。 

当院では、今後も本協議会をはじめとする研修会へ積極的に参加し、

病院の垣根を越えた医療連携の質向上を図ってまいります。 

 

Information 
 

11 月 14 日の「世界糖尿病デー」に合わせ、今年も大原綜合病院・糖尿病療養チーム（D-NET）主催によるイベントを 11 月 13日に開催

しました。 

会冒頭では、たに内科糖尿病内科クリニック 院長 谷 牧夫 先生による糖尿病の歴史と世界糖尿

病デー主旨について講演をいただき、糖尿病についての理解を深めた後、「笑って免疫力を高めましょ

う」をテーマに、福島県立医科大学生によるコントやアカペラ、マジシャンによるパフォーマンスがあり、

会場は大きな笑顔に包まれました。 

最後に糖尿病のシンボル「ブルーサークル」をモチーフにし、ブルーライトを入院患者様や職員で掲

げ、盛会裏に終了しました。 

今後も当院では健康への啓発活動を積極的に行ってまいります。 

 

平成 27 年 11 月 12 日（木）午後 6 時 50 分より、「第 6 回運動器疾患病診連携懇話会～ロコモネット～」が

開催され、登録医療機関の先生やリハビリスタッフの方々、大原綜合病院職員合わせて約40名が参加しました。 

今回は下記 3 つの講演が行われ、有意義な会となりました。 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

大原綜合病院職員行動規範 10ヵ条 

私たちは、 

1. 医療安全を確立し、安心と信頼を獲得します。 

2. 命の尊厳を深く理解し、患者さまの権利を尊重します。 

3. 優しさを持ち、気づきの医療を実践します。 

4. 人間性豊かな医療人となるよう、常に自己研鑽します。 

5. 新しきことへの挑戦し、質の高い医療を創造します。 

6. 医療人としての誇りを持ち、如何なる時も最善を尽くします。 

7. 医療情報の共有と活用を促進し、得られた情報は厳格に管理します。 

8. 地域社会に支えられていることを認識し、医療連携を推進します。 

9. 相互に敬意を払い、連携を密にして組織的に行動します。 

10. 未来への発展のために、健全経営を目指して努力します。 

 

 

大原綜合病院の理念 

人を愛し、病を究める 

私たちは、すべての患者さまとご家族のために常に一歩先行く医療

を探究し、優しさを持って最善を尽くす医療を実践することにより、 

地域から信頼される病院を目指します。 
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